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機関リポジトリとは？

 大学や研究機関が、教育・研究の成果を電子的

に蓄積・保存し、無料で永続的・安定的に利用に

供するインターネット上のデータベースのこと。

 学術論文の全文を誰もが無料で閲覧できる。

 資料の収集・保存・公開を大学がサポートする。



リポジトリ？

 repository

 貯蔵庫、宝庫。博物館。

 a place where things are stored and can be found

→取り出せる

 depository

 保管所、宝庫。

 a place, especially a large building, for storing 

things

→貯めるだけ

時実象一「オープンアクセス運動の歴史と電子論文リポジトリ」『情報の科学と技術』55(10), 2005, p.424 



機関？

機関リポジトリ

オープンアクセスリポジトリ

分野別リポジトリ

地域リポジトリ

デジタルリポジトリ

村上祐子「機関リポジトリ概論」平成18年度学術ポータル担当者研修資料、2006年7月26日、より



機関リポジトリの目的

 学術コミュニケーションの構造改革に寄与する

 学術雑誌の価格上昇

 ネット上で研究者が個人的に成果を公開していた

 大学のブランド力を高める

 学術情報を発信する

 大学の質に関する具体的な指標となる

 デジタル情報の永続的保存を担う

 大学がサーバを管理する

 コンテンツのアドレスが変わらない

（参照）後藤敏行「機関リポジトリの発展に向けて」『現代の図書館』43(2), 2005, pp. 85-86.



リポジトリの特徴

 論文をPDF形式で収録。書誌情報がついている。

 登録した論文のアドレスが変わらない
 サーバの交換を行っても、アドレスを変えない仕組みがある。

 検索しやすい仕組みがある
 日本のリポジトリに登録されている論文は、

NIIの「大学Webサイト資源検索（JuNii）」で検索できる。

 ミシガン大学の検索システムOAIsterで、

世界のリポジトリを検索できる。

 場合によってはGoogleで検索できる。

「メタデータ」といいます。



本学で実験運用中のリポジトリで論文を検索したところ http://izumi.lib.ynu.ac.jp/dspace/

アドレスが固定している

クリックするとPDF

がひらく

書誌情報
（メタデータ）
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世界で使われているリポジトリソフト

Other
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DiVA
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全735リポジトリ

ROAR (Registry of Open Access Repositories) より http://archives.eprints.org/



日本で使われているリポジトリソフト

 DSpace 14リポジトリ
 北海道大、筑波大、東京大、など

 NTTデータ版：学芸大、熊本大、沖縄国際大

 E-repository 3リポジトリ
 千葉大（原型）、阪大、広島大

 Infolib-DBR 1リポジトリ
 山口大

 XooNIps（ズーニプス） 1リポジトリ
 慶応大

 Bepress 1リポジトリ
 岡山大

鈴木係長作成資料より



横浜国立大学での進捗状況

平成18年5月26日 次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業 委託事業
（国立情報学研究所、NII）に応募。

7月7日 NIIより、採択通知があった。 →コンテンツの形成

7月13日 学長名で「学術情報リポジトリ運営委員会規則」が制定され、
教育研究評議会にて「学術情報リポジトリ運営指針」が決定した。

7月27日 産学連携推進本部運営会議にて予算措置が決定した。
→リポジトリシステムの導入

8月4日 NIIに「業務計画書」を提出した。

8月4日 第1回学術情報リポジトリ運営委員会を開催した。

今後 システムの導入、コンテンツの形成を進める。

平成19年2月 リポジトリ本格稼動予定



初期コンテンツの整備案

平成１８年度計画

 学術雑誌論文 ２００件

 紀要論文 １，０００件

 学位論文（博士論文） １００件

 その他（科研報告書、研究報告書） １００件

８月４日提出「業務計画書」より



登録対象と登録者

 登録対象 （運営指針第4条）

 教育研究活動における研究成果及び教育資源等

 登録者 （運営指針第5条）

 本学に在籍する、又は在籍したことのある教職員及
び学生

 その他学長が特に認めた者



コンテンツ登録の手順

本学の
教職員・学生

図書館情報課

リポジトリ
サーバ

論文のPDF化

書誌情報を付与

論文の提供

電子ファイル又は紙で

アップロード

入力作業

論文を蓄積

自分で論文をアップロード・入力作業

宣伝・働きかけ

論文の多い先生を探して、登録をお願いする。

・研究者総覧で探す

・文献データベースWeb of Scienceで探す



リポジトリにいたる歴史

 Serials Crisis

 学術雑誌の価格高騰
 読者 学術情報を利用できない

 著者 研究インパクトが低下

 Self-Archiving

 自分で作成したコンテンツを自分で保管する

 Open Access

 無料公開

 BOAI (Budapest Open Access Initiative)2002年2月

 戦略：セルフアーカイビングとオープンアクセス誌の出版



オープンアクセス関連の動き

 1991年 米国ロス・アラモス国立研究所でプレプリントのデポジトリe-

Print archiveを開設した。

 1998年 ARL（米国研究図書館協会）がSPARCプロジェクトを立ち上

げた。商業出版社に対抗する出版ベンチャーを支援。

 2001年12月 Budapest Open Access Initiativeで宣言を起草。

 2002年８月-2003年７月 RoMEOプロジェクト。現在はSHERPAプロ

ジェクトに引き継がれている。

 2003年頃？ Stevan Harnadがセルフアーカイビングをグリーンの道、

オープンアクセスをゴールドの道と呼んだ。

 2002年７月 日本では、千葉大学がリポジトリ計画を開始。2005年３

月に正式運用を開始した。



著作権法における著作者の権利

著作権

著作隣接権

著作者の権利
（著作権）

著作権（財産権）

著作者人格権
公表権

氏名表示権

同一性保持権

複製権

上演・演奏権

上映権

公衆送信権

公の伝達権

口述権

展示権

譲渡件

貸与権

頒布権

二次的著作物の創作権

二次的著作物の利用権

『著作権テキスト～初めて学ぶ人のために～』平成17年度、文化庁長官官房著作権課、3頁より。



著作権について

 著作物とは （著作権法第２条第１項）

 思想又は感情を創作的に表現したものであつて、文芸、
学術、美術又は音楽の範囲に属するものをいう。

 著作者とは

 著作物を創作した人

 「著作者の権利」の付与

 著作物を創作した時点で著作者に「自動的」に付与さ
れる。

 その一部または全部を譲渡したり相続したりできる。

『著作権テキスト～初めて学ぶ人のために～』平成17年度、文化庁長官官房著作権課、3-13頁より。



グリーンジャーナルとは

 セルフ・アーカイビング
 学術雑誌に投稿した自分の論文を、個人のWebサイトや所属機
関のリポジトリ等に登録して無料公開すること。

 Green road
 Stevan Harnadが、セルフ・アーカイビングをグリーンの道、オープ
ンアクセス誌のことをゴールドの道と呼んだ。

 RoMEO
 英国のRoMEO（Rights MEtadata for Open Archving）プロジェク
トが、出版社に対して、セルフアーカイビングを許可しているかどう
かを調査した。

→著者が自分の論文をWebで無料公開することを許可し
ている雑誌



http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php



http://romeo.eprints.org/stats.php



ありがとうございました


